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ル化・ Pt ナノ粒子担持の n-Si 電極の特性を調べた。この電極は、 13 圧 水溶液中で 0.57V という高い開回路光電圧




た粒径も鎖長とともに大きくなることがわかった。 Pt はアルキル基の被覆されていない部位に析出して Si-Pt 直接接
合を形成し、これを経由して効率のよい界面電子移動が起こることが明らかとなった。
またさらに、表面アルキル化・ Pt ナノ粒子担持の n-Si 電極の Ufb が、 I一濃度が高くなるにつれて負にシフトする
としづ新事実を見出した。これは表面アルキル化・ Pt ナノ粒子担持 n-Si 電極表面の未反応部位に Si-I 結合が形成さ





金ナノ粒子を担持した n 型シリコン (n-Si) 電極について詳しい研究を行った結果をまとめたものである。
まず 1 章では、水溶液中で不安定な Si が表面をメチル化することによって臭素/臭化水素酸といった腐食性の高い
溶液中でも安定になること、またこのメチル化 Si に白金ナノ粒子を担持することにより効率のよい安定な n-Si 電極






ることを明らかにしている。 4 章では、新事実として、アルキル被覆・ Pt ナノ粒子担持 n-Si 電極のフラットバンド
電位が電解質溶液中のヨウ素イオン(1-)濃度とともに負にシフトすることを見出し、これが Si 表面の Si-I 結合に
Si-I...I の形で Iーが吸着し電極表面が負に帯電するためであることを明らかにしている。
以上のように、本論文は、アルキル終端・白金ナノ粒子担持の n-Si 電極の表面構造、光起電力効果、安定性につい
て詳しい研究を行い、この型の電極がアルキル基の安定化と白金ナノ粒子の触媒作用を併せ持つ理想的な半導体電極
になることを明らかにしている。この結果は極めて重要で、関連分野に大きなインパクトを与えている。よって、本
論文は博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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